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１．はじめに 
秋田大学附属図書館の基本理念は、「秋田大学附属図書館の理念・目標」として定められ、

ホームページ等を通じて広く公開されている。理念の重要性は変わるものではないが、グ

ローバル化による社会の大きな変化を受けて、大学図書館に求められる役割も多様化して

きた。理念を実現するための事業計画、中長期的な方向性は不断に見直しを行わなければ

ならない。 
そこで、平成 26 年度には図書館長を議長とした「附属図書館将来構想ワーキング」を設

置し、図書館の機能強化についての検討を行い、提言を行うこととした。ワーキンググル

ープは、図書館長の他、各部局において図書館に携わる教員、学生、図書館職員によって

構成されている。今回の提言が今後ますます加速する大学改革の一助となれば、望外の喜

びである。 
 
２．提言の概要 

すべての学生に、グローバル化社会を生き抜くための人間力をもってほしい。そのため

には受身型の座学から、学生自らによる主体的、能動的学修であるところのアクティブラ

ーニングへの転換が必要である。秋田大学附属図書館では、そのための施設、方法論、教

育プログラム等を整備し、図書館で行うのに適したアクティブラーニングの内容や方法を

確立する。 
学部や研究科の垣根を超えた図書館は、全学的な知の活動の拠点である。高騰を続ける

電子ジャーナルを始めとする学術情報基盤の安定的な整備に努め、研究支援と情報発信を

強化する。 
図書館は地域にも開かれている。現役の学生、教職員のみならず、市民も含めた幅広い

人材が集い、共に活動している。本と人、人と人との出会いの場を創出し、地域における

知のコミュニティ作りに貢献する。 
 
３．事業の具体的な取り組み方と考え方 
（１）アクティブラーニングについて 

近年の高等教育においては、基礎学力、専門知識に加えて、コミュニケーション能力、

問題解決力、価値判断力といった社会的汎用能力を備えた人材の育成が求められている。

そのためにはグループワークや体験学習、プレゼンテーション、ピアサポート等、いわゆ

るアクティブラーニングと呼ばれる技法が効果的である。 
附属図書館では従来、学生用図書や視聴覚教材、教育用パソコンをはじめとしたコンピ

ュータ環境を整備し、情報リテラシーを教えることで学生の基礎学力の向上に寄与してき
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た。また専門書や電子ジャーナルをはじめとする学術情報基盤を整備することで、各分野

における専門的研究の発展に貢献してきた。しかしながら、分野を横断、統合して新しい

知を創造したり、学んだ知識を組み替えて、社会に新たなイノベーションを生み出したり

することのできる人材を育成するには、従来の図書館のあり方だけでは不十分になってき

ている。 
大学で単に「学ぶ」のではなく、「学び方を学ぶ」ことのできる学生を育成する。図書館

に保存・蓄積された知を活用し、社会に生かすことのできる人材を支援する。 
秋田大学附属図書館では、これらの課題に挑戦する。（資料１） 
 

① 現状と課題 
 図書館では、図書館情報リテラシー教育を、教養基礎教育の 1 単位（選択科目）として

開講している。また、カリキュラム化されない部分でも、電子ツール、図書館資料を効果

的に利用してもらうための各種講習会を開催している。 
中央図書館では、平成 24 年から、学習サポーターを配置し、学習相談（レポートの書き

方など）や文献検索指導を行う窓口を設けている。 
ワーキングでは、教員によるアクティブラーニングの実践についての報告、検討がされ

た。学生側からの意見として、実際のアクティブラーニングに入る前にそのやり方、プレ

ゼン、情報検索、PBL 等の技法について学びたいとの声があがった。 
国際的な人材の育成のためには、単なる英語力だけに留まらない普遍的なコミュニケー

ション能力や、プレゼンテーション能力が求められていること、また大学院生に対しては、

それぞれの専門教育を超えた、研究科横断型の「教養教育」が求められていることも指摘

された。 
アクティブラーニングにおいては、何よりも学生の自発的、主体的な取り組みが重要と

なる。学生のモチベーションを引き出す手法として、サークルのネットワークの活用、合

同授業による活性化等があげられた。また意欲のない学生をフォローするため、授業を必

修カリキュラムに組み込む必要性も語られた。 
 

② 附属図書館に適したアクティブラーニング授業への取り組み 
アクティブラーニングの定義、内容は幅広く、多様な反面、必ずしもそのあり方につい

ての共通理解は得られていない。附属図書館では、基礎学力向上のための情報リテラシー

教育は行っているが、それを超えたより多彩な学習スタイルに応じた教育プログラムの開

発にまでは至っておらず、経営層や教育担当部署との認識共有や連携も不十分なのが現状

である。今後、秋田大学におけるアクティブラーニングのさらなる推進、深化のために、

附属図書館として取り組むべきアクティブラーニングの内容と方法について検討し、確立

する。 
 

（２）施設・設備について 
① 現状と課題 
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 手形地区では、平成 18 年前後には、総合情報処理センターと中央図書館の連携強化を構

築するための合築構想が存在したが、残念ながら認められなかった。 
平成 23 年には、中央図書館単独での改修が行われ、ラーニングコモンズが設置された。

本道地区の医学図書館でも平成 25 年に、改修によりラーニングコモンズが設置され、運用

が開始された。 
しかし、平成 26 年 4 月の国際資源学部の設置もあり、グループ学習をはじめとするアク

ティブラーニングの場がますます不足していることは、本ワーキングでも指摘され、増築

も含めた建物の将来構想の策定は、引き続き求められている。 
 
保戸野地区にある秋田大学附属学校園の図書室に対し、附属図書館では、平成 23 年から

職員二名を派遣し、図書の遡及入力をはじめとした業務支援を行っている。入力したデー

タを活用できる図書システムの導入は今後の課題となる。中学校図書室は生徒がアクセス

しにくい場所にあり、移転や、老朽化した什器の充実が求められている。 
保戸野地区ではこのような学校図書室整備とは別に、平成 28 年度から予定されている教

職大学院の設置に応じた、院生向けのアクティブラーニングの場、コモンスペースの設置

も求められている。 
 
② アクティブラーニングのワンストップ機関として 

附属図書館のラーニングコモンズは、複数の利用者が集い、印刷物や電子情報等、様々

なコンテンツを用い議論を進める学習スタイルを可能にするものである。これは図書の収

集、保存、閲覧を行う伝統的な“静の図書館”を土台にして、アクティブラーニングを活

発に行う“動”の図書館へと発展したことを意味している。 
全学から利用者が集い、地域に開放されている図書館は、開かれたアクティブラーニン

グの場に適している。しかしながら、利用者の急激な増加により、慢性的なスペース不足

にさらされていることも事実である。今後は増築を検討すると同時に、アクティブラーニ

ングゾーンとして、キャンパス内の既存施設との連携強化を図っていく。それにより、場

所とコンテンツ、人的支援を併せ持ったアクティブラーニングのワンストップ機関として

の整備を目指す。 
将来的に、拡充されることが望ましい施設・設備として、以下のものがあげられる。 
 ・共同学習やディスカッション、ディベートを可能とするグループ学習室の増設 
 ・プレゼンテーション演習や、語学学習、動画学習のための設備や什器類 
 ・動画教材開発を可能とするスタジオの新設 

 
整備計画全般においては、自学自習を行う学生が長時間滞在する場所としての美しさ、

快適さ（空調や照明等）は勿論、セキュリティ（防犯）、省エネ対策、バリアフリーなどへ

の十分な配慮が必要である。 
また、開館時間の拡大延長に対する要望は依然として大きい。利用率と開館にかかるコ

ストを分析し、最適な開館時間を追及する。職員のいない時にも、IC カードを使って入館
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できる 24 時間利用の拡大も、検討のひとつとなる。その際にはセキュリティの確保にも十

分配慮したい。 
 
（３）学術情報基盤整備と研究支援サービスの充実 
① 現状と課題 

附属図書館では、電子ジャーナルをはじめとした学術情報基盤の、全学的整備に努めて

いるところではあるが、他大学と比較して、タイトル数はまだまだ少ないのが現状である。 
そのため本学における整備のさらなる充実は勿論、地域における共同利用のあり方も追

求する必要がある。 
また学習、研究に必要な資料を他大学から取り寄せる学生、院生に対する負担の軽減策、

費用の支援等も今後の検討課題となる。 
 
② 研究支援サービス 

秋田大学では、平成 27 年から学術認証フェデレーションに参加し、大学で契約している

電子ジャーナル等が学外からも利用できるようになる。 
また若手研究者支援としての、情報検索、情報管理講習会も随時開催している。参加率

を高めるための広報の充実、内容の見直し等を、積極的に行っていく。 
 
③ 学術情報発信とオープンアクセス 

附属図書館では、平成 20 年度から、秋田大学学術情報リポジトリ（ＡＩＲ）を運用し、

大学で作成された学術研究成果及び教育成果を電子的に保存し、インターネットを通じて

公開、情報発信を行っている。 
高騰を続ける電子ジャーナルに対して、学術文献に無料でオンラインアクセスできるこ

とを目指す「オープンアクセス」運動は有効な対抗運動である。その成果は最近の機関リ

ポジトリや OA ジャーナルの隆盛に現れているが、その意義を広く一般に周知するため、

オープンアクセスウィークが毎年 10 月にもうけられ、全世界においてイベントが開催され

ている。リポジトリへの登録件数を増やすために、その期間に合わせた企画なども今後検

討していきたい。 
 
（４）社会貢献 
① 現状と課題 

図書館では図書の貸出も含め、地域住民が気軽に利用できる体制を整え、最近では、高

校生の利用も増加している。また「子ども見学デー」への参加や各種展示会の開催、近隣

の博物館等への貴重図書の貸出等、人と本とが触れ合う機会を設けている。 
今後も公共的な知の拠点として、図書館開放事業には、積極的に取り組んでいく。財源

については、学内で措置される運営費だけでなく、外部の寄付金、助成金の積極的な活用

を考える。 
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 ② 郷土資料の収集・保存とデジタル・アーカイブ化 
附属図書館では長年にわたり、郷土資料の収集を行ってきた。中でも江戸時代に描かれ

た鉱山絵巻や絵図類は、附属図書館が持つ貴重な郷土資料である。鉱業博物館や、地域の

ミュージアム等に展示のための貸出も行っているが、利用に伴う原資料の劣化も生じ、補

修を余儀なくされているのが現状である。今度はこれらの資料をデジタル化し、インター

ネットで広く一般に公開することで、原資料の保存と両立した利活用を広げたい。これに

より、学校教育や生涯学習における教育用コンテンツ作りが広まることも期待できる。同

時に、今後も郷土の資源を後世に残すため、資料の積極的収集・保存を継続して行うこと

が必要である。 
 
４．専任教員の配置と人材育成のあり方について 

図書館におけるアクティブラーニングや社会貢献事業を充実させるには、新たな教育プ

ログラムの創出が必要である。例えば、実際のアクティブラーニングに入る前にその技法

について学ぶアクティブラーニング支援のための授業、英語力を超えた普遍的なコミュニ

ケーション能力や異文化への理解力を養う授業、郷土資料を活用した地域の歴史や文化に

関する理解を深めるための授業といったものが考えられる。 
これらは教養教育の一環であるが、近年の中教審答申や文科省の提言においては、専門

教育を超えた、研究科横断型の科目の創設、学際型の人材の育成が求められている。一、

二年生対象の「基礎的な教養教育」だけでなく、三、四年生、もしくは大学院生対象の「学

際的な教養教育」としての展開も望ましい。 
これらの教育プログラムの創出のためには、新しい授業の企画・開発を中核的に担う人

材の配置が必須となる。そのための学内組織との連絡・調整、学外の企業・機関等との連

携、地域的なコーディネートや広報を主なミッションとする専任教員の配置が、今後検討

されるべきである。 
専任教員の具体的な業務としては以下のことが考えられる。 
・アクティブラーニング推進のためのＦＤ、ＳＤ活動 
・附属図書館の資料と学習環境を十分に活用する秋田大学版アクティブラーニング授

業の開発と実施  
・学生主導型の企画や公開授業の実施 

 
教員は勿論、図書館職員にも、今後ますます高度化、多様化する大学図書館の現場にお

いて、従来の司書，図書館学の枠を超えた，より高度な専門性が求められている。学外の

専門研修への積極的な派遣や、遠隔研修等を通じて、能力の開発、育成を行う。 
また、窓口で同一のサービスが提供できるよう、非常勤職員も含めた図書館内の研修体

制も改善、強化していく。 
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５．おわりに  
 本事業の取り組みは、附属図書館単独ではなく、全学的な大学改革の路線上で、実現さ

れるものである。 
また組織的な連携・協力は、学内は勿論、地域、全国、世界的な図書館ネットワークに

まで広げ、今後ますます推進、強化されなければならない。 
アクティブラーニングは、異なる社会的、文化的背景を持つ他者とのコミュニケーショ

ン力を養うことで、自らの持つ知識を応用、批判的に組み替えて、新たな社会的協働を出

現させることを目的とするものである。 
そこから生まれる従来の専門分野を超えた新たな知やイノベーションは、開かれた多様

な社会を発展させる。 
アクティブラーニング推進に向けた秋田大学附属図書館の機能強化への取り組みが、澤

田ビジョン 2014 の理念実現に貢献し、グローバル化時代に羽ばたく人材の輩出につながる

ことを期待する。 
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アクティブラーニングの拠点としての附属図書館の機能強化 資料１． 

●大学で単に「学ぶ」のではなく、「学び方を学ぶ」ことのできる学生を育成する。 
●図書館に保存・蓄積された知を活用し、社会に生かすことのできる人材を支援する。 

コミュニケーション能力、 
問題解決力、価値判断力 
を育むための 
アクティブラーニング 

・専門書、電子ジャーナル、 
  リポジトリ等の整備 
・研究者支援サービス 
        学認、各種講習会 etc. 

・ラーニングコモンズの整備拡充 
  ディスカッション、ディベート、プレゼンテーション 
・アクティブラーニング推進のためのＦＤ・ＳＤ活動 
・新たな教育プログラムの開発と実施 
    課題発見力やチーム力、問題解決力育成 

・自学自習のための環境整備 
  学生用図書、視聴覚教材、 
  コンピュータ環境  etc. 
・学生向け情報リテラシー教育 

アクティブラーニングのための 
ワンストップ機関としての図書館 

 

基礎学力向上の 
ための学修支援 

専門的研究のための 
学術情報基盤整備 

 新しい知や 
イノベーションの創出   

 開かれた 
多様な社会の実現  
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参 考 

附属図書館将来構想ワーキンググループ委員 

 

平成 26年 9月現在 

部  局 氏  名 職               名 備           考 

附 属 図 書 館  清 水  徹 男 館長 座長 

附 属 図 書 館 田 中  正 光 医学部分館長  

附 属 図 書 館 大 場   司 館長補佐 国際資源学部 

附 属 図 書 館 阿 部   昇 館長補佐 教育文化学部 

附 属 図 書 館 麻 生  節 夫 館長補佐 工学資源学研究科 

医 学 系 研 究 科 長 谷 川  仁 志 
教育推進総合センター

副センター長 
教育推進主管 

総合情報処理センター 吉 崎  弘 一 准教授  

学 生 斉 藤 沙 夜 花 学習サポーター 教育学研究科２年 

学 生 立 石  俊 弥 学習サポーター 
工学資源学研究科

２年 

学 生 澤 田  拓 哉 医学図書館アルバイト 医学科４年 

附 属 図 書 館 森 谷 め ぐ み 図書館・情報推進課長  

附 属 図 書 館 原   智 子 総括主査 図書情報担当 

附 属 図 書 館 高 橋   寛 総括主査 学術企画担当 

附 属 図 書 館 菅 野 久 美 子 主査 医学部分館担当 

評 価 セ ン タ ー 辻    高  明 准教授 
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第 1 回附属図書館将来構想ワーキンググループ 議事要旨 
 

日 時：平成２６年７月２２日（火） １６：１０～１７：２０ 
会 場：附属図書館２階研修室 
出席者：清水（座長），田中，大場，阿部，麻生，吉崎，立石，澤田、森谷、飯沼、高橋、

菅野各委員 
陪席：原、杉山、柏倉 
  
議事に先立ち，座長から WG 設置の趣旨についての説明があった。引き続いて委員から

自己紹介があった。 
 

１．図書館の学修支援に関すること 
座長より、アクティブ・ラーニングについては、次回の冒頭で、評価センターの辻先生

と教育推進主管の長谷川先生に基調講演をいただき、その後、意見交換をしたいとの発言

があり，了承された。 
 

＜主な意見＞（下線部・・・委員  ◎・・・座長  〇・・・図書館） 
２．図書館の環境整備に関すること 
 １）居心地のいい図書館って？ 
 今年度より開館時間が変更になったが、土日祝日は午前の利用ができなくなり、医学部

では不評である。試験期間だけでも早めに開けてほしい。 
〇 昨年まで平日の閉館時刻が２１時で、医学部の４年生以下からの不満が多かった。

土日祝日も含めて１時間の延長確保のため、利用の少ない土日祝の午前の開館時刻を２時

間遅らせることになった。 
◎ 予算の制約はあるが要望として受け止めたい。２４時間開館も検討課題だが、建物

の構造や、セキュリティカードの一元化など、クリアしなければならないハードルが多い。

将来構想の中で大きな課題としてとらえていきたい。 
 
夏場が暑く、勉強に集中しにくいので過ごしやすくしてほしい。 
◎ 大学全体の省エネ計画もあるが、要望として受け止めたい。 
 
講義室も解放され、個人学習に限れば、席数はあまり不足していない。ただグループ学

習の場が部局にも少なく、図書館もすぐいっぱいになってしまう。 
◎ 医学部はチュートリアル室の活用もあるが、手形地区にはなく、より深刻な問題で

ある。国際資源学部で今後、建物施設を検討する際は、アクティブ・ラーニングの発想を

入れ、図書館とうまく連携がとれるものにしてほしい。また手形地区全体で共有できるよ
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うな大きな施設の構想も必要かと思われる。 
２）附属学校園図書室の充実 
教職大学院は平成 30 年度をめどに設置を検討している。概算がつくかどうかはわからな

いが、もしコモンスペースを作るとしたら、候補地として特別支援学校南側のスペースが

考えられる。ただし教員の常駐等、中身については、白紙の状態である。 
◎ 設置は前倒しになる可能性もある。構想を具体化する際には、図書館機能もあわせ

て検討していただきたい。 
〇 先日、小中学校の図書室を訪問したが、特に中学校は使いにくいという話を聞いた。 
コモンスペースは院生向けで、小・中学校の図書室が併設できるかどうかは不透明。附

属中学校の図書室は場所も悪く使いにくすぎるので、大学院構想とは別に、整備を考えた

方がいい。 
 
３．学術情報基盤整備、研究支援に関すること 
 １）学術情報基盤（電子ジャーナル、データベース等）の充実のためには？ 
電子ジャーナルの価格上昇が一番大きな問題であると認識している。 
経費を受益者負担にすると研究費がなくなるのではないか？ 
◎ 予算的には厳しいが、図書館としては全学の学術情報基盤としての電子ジャーナル、

データベースはなんとか共通経費で維持していきたいと考えている。各部局における需要

や意見を積極的に寄せていただき、その上で何を優先すべきか考えたい。 
 
来年度から、学認で学外からも電子ジャーナルがアクセスできるようになる。また本道

地区の PC 実習室の土曜日開室についても今年検討する。学生用 PC は２年前に１００台く

らい増やしたので、今のところ、満席になることはない。 
国際資源学部では専門の英語の教材や語学自習室の PC の不足が心配される。 
〇 英語の電子ブックを入れることも検討したい。統計を見るとかなりリジェクトもあ

るので、需要はあるのではないか？ トライアルもできるので申し出てほしい。 
電子ブックを導入する際には、それを見せる環境も含めて議論をする必要がある。ただ

し韓国の iPad 導入など賛否が分かれる例もあるので、慎重な議論が必要ではないか？ 
 
 ２）図書館に期待される研究支援サービスとは？ 
卒論や修論には大量の紙媒体の資料が必要だが、研究費が使えない学生は自腹で集めて

いる。熱心な学生ほど悲鳴を上げているので、一部だけでも補てんしてもらえれば助かる。 
〇 他大学で文献複写を図書館で補てんしている例はある。やりくりによっては可能か

と思われるので、検討したい。また学生選書委員も募集しているので、応募してほしい。 
 
次回は日程調整の上、９月以降に開催することとなった。 
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第２回附属図書館将来構想ワーキンググループ議事要旨 
 
日時：平成２６年９月１日（月） １７：３０～１８：２０ 
会場：附属図書館２階研修室 
出席者：清水（座長）、長谷川、辻、田中、大場、吉崎、澤田、森谷、菅野各委員 
陪席：原、大山、杉山、永井、柏倉 
 
１．（講演）「アクティブラーニング＋パフォーマンス評価による教育の質向上―情報爆発

時代の大学生卒業生全員に教育の質を保証するためのアウトカム基盤型教育への転換―」

教育推進主幹 長谷川仁志先生より 
医学教育の最新の動向と、その改革についての説明がされた。 
一部の優秀な学生だけではなく、すべての学生に、社会に出て通用する総合力、実践力

を身につけさせる。そのためのアクティブラーニング。各専門分野のペーパー試験だけで

はなく、コミュニケーション力、リーダーシップなど、パフォーマンスレベルでの評価を

確立し、人間力のある卒業生を、地域に送り出していく。 
 

２．（講演）「アクティブ・ラーニングについて」評価センター准教授 辻高明先生より 
 ビブリオバトルや FD コースバトル、学生コースバトル、戦略的コミュニケーションセミ

ナーでのプレゼンテーションやネゴシエーションなど、辻先生によるアクティブラーニン

グの実践例が紹介された。また図書館や図書館員への期待も述べられた。 
 
３．意見交換 
〇 認証評価では、学生がどれだけ自学自習を行ったかといいう客観的数値的も求められ

てくるため、総合情報処理センターとの連携も考えていく必要がある。 
 
○ 正課外の活動について、図書館からイベントをしかけても、学生がなかなか集まらな

いなど、学生の自主性を引き出すことが難しい。どのようにすればモチベーションを高め

ることができるだろうか？ 
・たとえば医学部のメディカなど、自主的活動に取り組んでいる学生サークルもある。そ

のネットワークなどを利用して、広げていくのがよい。 
・やる気のある学生だけではなく、そうではない学生をフォローしていくことも大切。そ

のためには必修カリキュラムに組み込んで、学生全員が受けられるように設備を整えてい

くべきではないか？  
・医学科と保健学科が合同するなど、学科を超えることで活性化がはかれることもある。 

 
〇 手形キャンパスでは学部を増やしたこともあり、圧倒的に場が不足している。 
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・ 各学部単独では解決が難しいので、全学センター的な構想が今後も必要となってくる

のではないか？ 
 
〇 アクティブラーニングの授業を受けた経験からだが、実際の授業に入る前にまず、プ

レゼンや情報検索、PBL のやり方についてしっかり学べる授業があればよかった。 
・ そのための専任教員が不足している。 
・ 教員の負担を少なくするなら、e-learning の活用も考えられる。 
・ 保健学科の学生に対しては、図書館でも情報リテラシー講習会を行っているが、医学

科の学生は専門的な勉強が忙しすぎるということもあり、なかなか行えていないのが悩ま

しいところである。 
・ 教養基礎課程時にまずアクティブラーニングを必須として取り入れ、専門課程に進む

べきではないか？ 
・ そのためには教養基礎教育の組み換えが必要。教養基礎課程がアラカルト、カルチャ

ーセンター的になっていて、有機的に統合されていない。カリキュラムの改革や、図書館、

総合情報処理センター、教育推進総合センターが連携しあって制度設計するなど、全学的

な取り組みが必要となってくる。 
 
４．ワーキング委員の追加について 

辻高明先生の本ワーキングへの参加が諮られ、了承された。 
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第３回附属図書館将来構想ワーキンググループ議事要旨 
 
日時：平成２７年１月１３日（月） １６：００～１７：２０ 
会場：附属図書館２階研修室 
出席者：清水（座長）、長谷川、辻、田中、麻生、吉崎、立石、森谷、高橋、原、菅野各委

員 
陪席：大山、杉山、柏倉 
 
１．「秋田大学附属図書館の将来構想を考える（提言案）」について 
座長より、提言案と配布資料についての説明があった。引き続いて辻委員より、提出意

見についての説明があった。 
● 提言案「（２）②附属図書館に適したアクティブラーニング授業への取り組み」及び「資

料１」について  
● 連携よりプレゼンスの発揮を 
 アクティブラーニングはトレンドだが、定義が幅広く多様になりすぎている面もある。

近年の大学改革で求められているのは、ディスカッションやディベートといったコミュニ

ケーション能力や、課題探求能力や問題解決能力といった社会人としての汎用的能力の育

成であり、図書館のコモンズで行うのに適している。そこに焦点を絞った取り組みを今後、

図書館が主体となって構想すべき。他部署との連携以前に、附属図書館としてのプレゼン

スを発揮するのが重要である。 
 
引き続いて、意見交換が行われた。 

○ 附属図書館のプレゼンスについて 
・ 現状では、図書館長が兼務であり、専任教員が配置されていないという弱みがある。

そのため教育用コンテンツが作りにくい。また、ハコモノとしての図書館にも不足がある。

図書館としての体制の弱さから、学内の各部署との連携は必要。まずは専任教員を配置し

て、継続的にアクティブラーニングのための事業を展開していけるような体制づくりを、

提言では訴えていきたい。 
・ 図書館が主体となるべきというのは、たいへん重要なポイントを指摘してもらったと

思う。専任教員の配置を要望するにしても、まずはできるところから実績を積み重ねてい

くべき。国立大学の置かれた予算状況はたいへん厳しく、本省に予算要求するにも、図書

館の機能強化だけでは駄目で、全学的な大学改革と結びつける必要がある。図書館が主体

となりながらも、秋田大学の第三期中期目標・中期計画と足並みをそろえる方向で進めて

いきたい。 
 
○ アクティブラーニングについて 
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・ 現在、策定中の第三期中期目標・中期計画におけるアクティブラーニングの項目を図

書館が担当できるように体制を整備する必要がある。 
・ 医学部ではチュートリアル室を使いアクティブラーニングを行うことで、学生のコミ

ュニケーションスキルが向上した。手形地区ではまずアクティブラーニングを行うための

スペースと、ＦＤ機能の充実がニーズとして求められているのではないか？ 
・ 学生の立場から言えば、コミュニケーション能力は就活においても求められ、プレゼ

ンテーションやディスカッションの重要性を認識した。現在の授業だけではそれを養う機

会がない。いろいろな学部から人が集まる図書館はアクティブラーニングの場として適し

ていると思う。 
・ 単に図書や PC を置くだけの従来型の図書館から脱皮すべき。特に、国際的なネゴシエ

ーション能力の育成を目的とする国際資源学部では、アクティブラーニング授業を行うた

めの、グループ学習室のような場所が、多く求められている。 
 
○ e-learning について 
・ e-learning は目的ではなくて、ツール。総合情報処理センターはそのための基盤整備を

行っている。今後もアクティブラーニングを支援するような提案をしていきたいと思う。 
・ 医学系研究科では、大学院の授業をデジタル化し、アーカイブする取り組みも始まっ

ている。今は人手をかけてやっているので、教員一人一人が自動的に e-learning 教材の撮

影からアップまでできる専用の部屋があればいいと思う。 
・ 従来型の講義はだんだんと OCW などで置き換えられ、反転授業を行う場に対するニー

ズが今後高まるのではないか？ 
 
○ その他 
・ 中教審の答申や文科省の提言の中では、大学院の専門教育を超えた、研究科横断型の

科目を創り、学際型の人材を育成することが求められている。秋大は教養教育では学部横

断型に行っているが、専門教育においてはまだ取り組みがない。図書館が大学院生向けの

教養教育に取り組むことも重要である。 
・ 提言の結論部分の「グローバル化時代に羽ばたく人材」については、英語力だけでは

なく、ディベートやプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力も求められている。 
 
２．「秋田大学附属図書館の将来構想を考える（提言案）」の修正について 
提言案「（1）③情報統括センター（総合情報処理センターから改組予定）との連携」の

“特に、大学の認証評価において、学生の自学自習時間の確保と充実、正課の授業外の自

主的活動の活性化が求められている。これらを数値的に評価分析するためには、全学的な

認証基盤の構築や IC カードの導入等が必要となる。”の箇所については、時間そのものの

測定や増加が求められているのではなく、今回の討議内容のような、実際に自学自習時間
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を充実させるための方策が求められているといった指摘があり、修正を行うこととなった。 
 
討議全般を踏まえ、本提言においてはアクティブラーニングを柱とすること、教員が実

際にアクティブラーニングを行うことのできる場所や教育プログラム、ノウハウの提供を

目標とすること、附属図書館版のアクティブラーニング授業を開発・実施できる専任教員

の配置を要望することとなった。 
今後は提言の最終案をまとめる作業に入るため、追加の意見があれば随時、メールで寄

せてもらうこととなった。 
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第４回附属図書館将来構想ワーキンググループ（メール会議）議事要旨 

 

日 時：平成２７年２月５日（木）  

出席者：清水（座長）、長谷川、辻、田中、大場、阿部、麻生、吉崎、立石、齋藤、澤田、

森谷、高橋、原、菅野各委員 

大山、杉山、柏倉 

 

１．第３回附属図書館将来構想ワーキンググループ議事要旨の確認 

 委員から確認された。 

 

２．「秋田大学附属図書館の将来構想を考える（提言案）」について 

委員からの意見により、「秋田大学附属図書館の将来構想を考える（提言案）」を以下の

とおりに修正することとした。 

 

本文  

３．事業の具体的な取り組み方と考え方 

（１）アクティブラーニングについて  

（修正前）近年の高等教育においては、基礎学力、専門知識に加えて、問題解決力やチー

ム力といった汎用的な社会人基礎力を備えた人材の育成が求められている。  

（修正後）近年の高等教育においては、基礎学力、専門知識に加えて、コミュニケーショ

ン能力、問題解決力、価値判断力といった社会的汎用能力を備えた人材の育成が求められ

ている。  

 

資料１． 

（修正前）問題解決力を育み 社会人基礎力を充実させるためのアクティブラーニング  

（修正後）コミュニケーション能力、問題解決力、価値判断力を育むためのアクティブラ

ーニング 

 

Akita University
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